
 

Fig.1: Liposome formation process          

by hydration method 

 

Fig.2: Experimental setup 

 

 

Fig.3: Fluorescene image from the 

transfected rhodamine-DHPE 
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1. はじめに 

我々はプラズマ照射による遺伝子導入法の機序解明へ向けた取り組みを行っている[1]。リポソームは

生体細胞と同様な脂質二重膜からなる閉鎖小胞体であり、細胞膜の機能や構造を理解する目的で盛ん

に研究されている。本研究は生体細胞の代わりにリポソームにプラズマを照射し、rhodamine-DHPE

色素の導入実験を行ったので報告する。 

2. 実験方法 

本研究ではリン脂質である  dioleoyl phosphatidylcholine 

(DOPC)を用いて、静置水和法によりリポソームの作製を行う。図 1

に静置水和法の作製手順を示す。この手順で作製したリポソー

ム溶液と蛍光色素 rhodamine-DHPEを 96wellプレートに滴下

したものをサンプルとする。サンプルの上方にマイクロキャ

ピラリー電極をセットし、96well プレートの底面に密着させ

た銅板を対向電極とする。マイクロキャピラリー電極とサン

プル溶液表面との間の距離を 1 mmとし、両電極間で放電さ

せることでプラズマを生成する。マイクロキャピラリー電極

には外径 70 μmの銅管を使用する。図 2に実験装置の概略図

を示す。マイクロキャピラリー電極へは振幅 12.5 kV、周波数

20kHzの正弦波を 24周期だけ印加する。プラズマ照射後蛍光

観察を行い、リポソームへの色素導入を観察する。 

3. 結果と考察 

プラズマ照射によるリポソームへの色素導入の蛍光観察結果を

図 3 に示す。図に示すように、色素が導入されたリポソーム(黄丸)

と色素が導入されず、外膜に付着したリポソーム(赤丸)が存在す

る。本結果からプラズマ照射により、脂質二重膜に穿孔が起き、

色素が導入されたことが示唆される。今後、マイクロキャピラリー電

極でのプラズマ照射による脂質二重膜へのダメージについて

SEMまたは AFMを用いて微視的に検討する。 
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